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號 五 十 百 三 第 誌 雜 學 物 動（39 ）

川
・

ス

タ
ー

ジ
） 、

集
光
鏡

（

コ

ン

デ
ン

サ

！
） 、

虹

彩
絞
う

等
を

附

す

る

を
得
ば

便
利
な

り
。

　
是
よ

り

土

は

技
術

者
の

腕
択
第
な

り、

筍
く
も

寫

眞
術
を
必

得

覚
る

人

な

ら
ば、

少

し
く
工

夫
し
て

そ
の

操
作
を

習
得

す
る

事

容

易
な

る
べ

し
。

竝
に

羯
ぐ
る

は

右
の

如

き
裝
置
に

て

撮
影
せ

る

も

の

に
て
、

「

ア

ウ

リ

ク

ラ

リ

ア
」
は

約
二

十
七

倍、

「

ケ

ラ

チ

ウ
ム

」

は

約
百
五

十
倍
の

廓
大
な
ら

。

　

　
　
　

　

（

大
島

　
贋
）

　
　

　

●
話
の

種

西
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ウ

ル

レ
ゴ

プ
スロ

ひ

ル
ツ

カ
　

ツ
ス

　
○

紐

育
の

水

族
触
で
、

大

仕
掛
に

イ

ル

カ

『

ミ
亀

§
軌

ミ

§
q

ミ

§

の

飼

養
を

試
み

陀

事、

い

つ

か

の

本
誌
に

出
て

居
つ

た

が
、

十
一

箇
月
經
つ

て

も

ま

75
生

き
て

居
る

．

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
オ

リ

チ
ク

テ
ス

　
　
　

サ

ピ

ジ

ス

　
Q
北

米
東
海

岸
産
食

用
蟹
O
ミ
〜

雪

ミ
翁

餮
℃

毳
§

の

雌
が
一

度

に

産
む

卵
の

數
は

三

百

萬
で

あ
る

。

　

○
開

戰
前

獨
逸
に

は
、

牛
二

千

萬、

羊
五

百

萬
、

山

羊
三

百

萬、

豚
二

千
六

百

萬、

馬
五

百

萬
頭
あ
つ

セ
。

そ
れ
で

其
等
か

ら、

食

用
と
し
て
、

少
く

も

年
々
、

牛
八
百

萬、

羊
及
山
羊
五

百

萬、

豚

二

千
六

百

萬
頭
を
得
る

事
が

出

來、

飼
養
人
も

捕
虜
で

補
充
が

出

来
る

。

だ
か

ら
少
く

も

獸
肉
に

就
て

は
、

獨
逸

は

食
糧

攻
に

遭
ふ

事
は

な
い

。

　

○

實
驗
に

よ
る

に、

動
物
の

吐
き

出
す

炭
酸

屍
斯
の

多

寡
は

氣

腰・
濕
度・

氣
温
に

關

係
す
る．

即

ち

其
等
が

高

ま
れ

ば

琵
斯
量
は
載

じ、

降
下

す
れ

ば
反

郵
に

琵

新
量
は

増
す

．

而

し
て

別
種
の

試
驗
に

よ
つ

て

も、

炭
酸
量
は、

普
遯
の

室

氣
中
に

於
る

よ

り

も

硫

酸
で

濕

霧
　
　

録
）

2
謬
種

　

氣
を
吸

收
さ

し
把

室
氣

中
に

於
て
、

谷
中
に

於
て

よ
う

も

山
上

に

　

於
て
、

叉

瞹
か

な

室

氣
中
に

於
る

よ

り

も
冷
い

室

氣
中
に

於
て

増

　

す、

前
後
の

實
驗
は

正

に
一

致
し
て

居
る

。

（

名・

碧
。

置
・．

。

髦

葛
罫

）

　

　

○
天

然
滸
用

海
綿
の

代
用
品

と
し
て

現
に

護

謨
製
の

が

あ
る

　

が
、

近

頃

ぐ
匿
犀

霧
 

と
い

ふ

纖
維
素
か

ら

造
b
出
す
事
が

始
め

ら

　

れ

て

其
値
段
も

廉
い

。

＜凶
・。

犀
。
・。

Φ

は

O
Φ

＝

巳
o
。，

Φ

の

図
 

口

爵
o
顎
 

昌

…
　

畧
δ
釦

舘
言
H

で

あ
る

。

…
　

　

0
波
斯
小
羊

の

皮
と
い

ふ

と、

亜

米
利

加
あ

セ

b
で

は

大

變
珍

、
　

重
さ

れ
て
、

現
に

紐

育
丈
で

も
、

毎
年
二

十
萬
乃

至

二

十
五

萬
も

　

強
入

さ

れ、

一

枚
一

〇
弗
乃
至
一

五

弗
も

す
る

も
の

な

さ

う

だ
が
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ホ

ク

ハ

ヲ

　

實
は

波
斯
産
の

も

の

で

な

く
て

、

鵠

畠
蜜
霽

産
の

麟
葭

鋳
巳

或
は

　
跨

雷
転

魯
o

昌

の

小

羊
の

皮
で

あ

る
。

そ

れ
が

無

暗
に

輪
出
さ

れ

セ

　

結

果
、

本

塲
の

図
貿

蒡
巳

純
血
種
は

五

千
頭
位
に

な

つ

て

仕
舞
つ

　

だ

の

で
、

近
頃

法
律
で、

其

轍
出
を

禁
す
る

事
に

し
セ

。

　

　

0
傳
書
鳩
が

今
度
の

戰
爭
に

も
使
は

れ
て

居
る

事
前
に

も

逑
ベ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
プ

ラ

ツ

セ
ル

ズ
リ

　

て

置
い

だ
が
、

流

石
に

獨
逸
軍
は、

臠

毎
。・

。・
Φ

流

を

占
領

す
る

｝
す

　

ぐ
、

登

宙
の

傳
書

鳩
を

、

市
塲
の

大

き
な

建
物
の

中
に

拘
禁
し
て

　

仕
舞
つ

た
。

　

　

そ

れ

か

ら
傳
書

鳩
が

敵
地

を

撮
影
し
て

歸
つ

て

來

る

事
是
も

前

　

に

出
し

て

置
い

陀

が
、

其

爲
に

獨
逸
軍
は

態
々

蓮

搬
用
条
飼

養
塲

　

所
に

充
て

る

濫
車
を
造
つ

て

戰
地
に

用
い

て

居
る。

寫
眞
器
は

、

鏡

　

玉

が

二

つ

附
い

て

居
つ

て
、

同

時
に

前

後
を

寫
す
様
に

な

つ

て

居

　

る

の

も

あ
れ

ば、

鏡
玉

が
一

つ

で、

活
動
寫
眞
的
に
、

一

定
の

時

　

聞

を
隔
て

室
、

　一

つ

の

フ

イ

ル

ム

に

八
つ

の

寫
眞
を

撮
る

樣
に

な

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
三

凱
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（40 ）大正四年
一

月十五昌

（

雑
　
　
縫
）

　

O
話
の

種

つ

て

居
る

の

も

あ

る
。

寫
眞
の

大

さ

は
一

吋

孕
李
方
で、

器
械
の

重
さ

は

何
れ

に

し
て

も

約
ニ

オ

ン

ス

孚
を

超
え

な
い

。

そ
し
て

活

動
寫
具
的
の

方

は、

將
來
二

十
四

乃
至

三

十
枚
も
同

時
に

寫
せ

る

樣
改

良
の

見
込
が

あ
る

。

鳩
は

之

を
革
と

講

謨
紐

と
で

胸
に

結
い

つ

け

て

貰
ふ

の

だ
が、

元
來

飛
び

上

つ

て

方
向
を
定
め

る

時、

旋

回

飛

翔
を
す
る

も

の

な

の

で
、

同

じ

塲
所
を

色
々

の

方

向
か

ら
寫

す

便
利
が

あ

る
。

高
度
は
一

五

〇

乃
至

三

〇

〇

呎

だ

が
、

飛

行

機
か

ら

放

し
て

や
っ

て

も
よ

く、

鳥
の

鐵
砲
丸
に

當
る

憂
は

殆

ん

ど
な

い
。

寫
せ

ば

彼
等
は

毎
時
李

均
四

〇

哩

の

速
力
で

歸
っ

て

來
る
。

　

　
　

　

　
ガ

コ

ソ

ジ
　

　

0
近
頃゚

O
β
Φ

蕁
器

団

種
七
才
の

牝
牛
で
、

三

百

六

十
五

日

間

に

牛
乳
一

九
六

三

九
・

五

封、

含
有
脂
肪
量
一

〇
五

九

五

九

封
を
出
し

て
、

世
界
的
記
鑠
を
作
つ

だ

の

が

あ
る

。

ー

1
と

或

外
邦
の

雜
誌

に

出
て

居
つ

た

が
、

し
て

見
る

と、

毎
日

の

出
乳
量
五
三

八
對、

含
有
脂

肪
量
五

・

四

％

な

譯
で

あ
る

。

然
る

に

試
に

百

科
辭

典
を
捜

し
て

見
る

と
、

短

角
種
に

は

毎
日

出
乳
量
六

〇・
○
封
と
か

七

〇
∴
一

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
ジ

ア
　

ジ
コ

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
一

封
な

ど
い

ふ

の

が

あ
り、

脂

肪
量
も

冒
諺

藷

種
に

は

六・
七

％

な

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
一

ど
い

ふ

の

が

あ

る
。

し
て

見
れ

ば

此

世
界
的
記
録
と
い

ふ

の

は

點

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
へ

數
の

事
を

い

ふ

の

か
。

そ
れ

は

乳
が

多
く
出
て

も、

脂
肪
量
が

少

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
へ

く
て

は
い

け
な
い

と
か
、

出

る

期
聞

が

短

く
て

は

い

か

ん

と
か
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
一

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
V

色
々

な

條

件
で

點
數
を
つ

け
る
。

そ
の

事
を

指
す
の

か

も

知
れ

な

い
。

そ
れ

に

し
て

も
牛

乳
→

○・
三

封
が
一

ガ

・

ン

に

相
常
し
て

居

る

の

で

あ

る

か

ら
、

一

が

ロ

ン

を
二

升
五

合
と

し
て

計
算
す

れ

ば、

該
牛
一

日

の

出
乳

量
は

大
約
一

斗
三

升

に

當
つ

て

居
る

。

こ

ん
な

の

は
日

本
の

普
通
の

乳
屋
の

牛
に

は

殆

ん

ど
其
例
が

な
い
。

脂

肪

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

四

〇

量
の

如
き
も、

日

本
で

は
、

内
務
省
令
で
、

三

％

以

上
陀

る
べ

し

と

し
て

あ
る

の

だ

が
、

地

方
へ

行

く

と
屡
そ

れ

以
下

の

さ
へ

あ
る

。

そ
れ
で

五
・
四

弩

と
い

ふ

の

≧

濃
厚
さ

が

わ

か

る

次

第
だ

。

　

○
色
盲
は

遺

傳
に

よ
つ

て

の

み

起
る

。

而
も

そ

れ

は

必

す
母

系

が

ら
の

み

遺

傳
し、

父

系
か

ら

は

絶
對
に

し
な

い
。

色
盲
血
統

の

女
は
、

よ

し

白

身
が

色
盲

で

な

く
も

、

其
子
孫
の

約
牟
分
に

色

盲

を

遺
傳
す
る

。

（

≦

』
許、弓
望冖
暖

。

7

§
ε

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　
ア

ダ
ム

　
　

　
　

イ
ロ

ヴ

　

Q、
基
督
歉
に

於
て

も

臣
o

≧【

と

自

函

と
が

神
の

命
に

背
い

て
、

蛇

の

誘
惑
に

遭
い
、

林
檎
を

盜

ん
で

食
つ

た

と
申
す
が
、

林

檎

を
食
つ

た

と
い

ふ

の

は

實
は

男
女
の

働
を
い

つ

た

事
で
、

其
罪

惡

に

依
て

人

間
が

生
れ、

盆
主

罪
悪

に

依
つ

て

人

間
が

榮
え
て

居

る
。

』

（

筧
法

學
博
士

。

大
正

三

年
十
二

月
。

）

　

0
プ

レ

パ

ラ

ー

ト

中
の

或
箇

所
に

印
を
附
け

る

に
、

そ
の

印
が

大

き

な

部
分
を
包
括
し
て

も

よ
い

も
の

な

ら

甚
簡
單
で

あ

る

が
、

其

印
が

極
め

て

小
，

、・
い

範

園
を

制
限

し
た

も
の

で

な

け

れ

ば

な

ら

澱

時

に

は

名
暮
 

二
日
已

鐙
毘

80
ど
09

一
く
Φ

を

用
い

る

と
よ

い
。

そ

れ

が

な

け

＠
ば

旦
山

5
髯
霞
巴
o
昌

o

彑
 

o
鼠

奉

で

も、

又

極
め

て

度

の

高
い

普

通
の

o
亙
Φ
o

註
く
 

で

も

よ

い
。

そ

の

鏡
玉
の

先
に、

一

寸

カ

ー

ミ

ン

で

染
め

セ

水

滴
を
つ

け、

顯
微

鏡
の

筒
を
下

し
て
、

そ

れ
で

プ

レ

パ

ラ

ー

ト

上

の

所
要
の

塲
所
に

印
を
つ

け、

急
に

筒
を

離
し、

扨

て

其

印
を
つ

け

だ

周

園

に、

何
か

水
に

溶

け

な

い

も
の

で

圓

を

書
い

て

置
く
の

で

あ

る
。

（

匂

』
昆．
3z

」
o
「

ε

　

　

パ

プ
ァ

　

○
」

 

竈
舞

の

蠻
人
が

人
を
喰
ふ

の

は
、

單
に

儀
式
と

か

祭

典
と

か

の

爲
ば

か

り

で

な
い

。

實
際
に

食

物

と
し
て

且

嗜
好
品

と
し
て
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動號 五 十 百 三 第 誌 雜 學 物（41 ）

食
ふ

の

で

あ
る

。

叉

蛇
喰

人
種

の

大
多

數
は

同

時
に

又

人

喰
人

種

で

あ

る
．

（

≦
』
』
譯
く

霽
「

曽

ε

　
　

　

　
　

　

　
　

　

チ
ア

コ

ル

ス

　

　

ダ
ロ

リ
イ

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　
ウ

イ

ヲ
ア
ゐ

　
O
昨

年
の

九
月

八

日

O

臣
舘
臣
∪

韓
三
属

の

長

男

髫
目
自
臣

竃

　
エ

ラ

ス
マ

ス

　

　

ダ

ロ

ウ
イ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ガ

ロ
シ

イ
ソ

穿
鯉

監
零

塁
U
銘
朝

量

が

七

十
四

歳
で

歿
し
泥

。

父

U
貧
蓍
z

の

『

表
情

論
』

（

一

八
七
二

年
）

の

最
初
の

研
究
材
料

と
な
つ

陀

の

は

即

ち

赤
坊
の

時
の

此

人

で

あ

る
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ジ

プ
シ

ほ

　
○

歐
洲
の

放

浪
人
種

¢

営
藁

は

印
度
東
兩

部
か

ら

起
つ

セ

も

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ベ

シ

ア

ワ
コ

の

で

あ
る

。

そ

れ

が

西
北
に

移
動
し、

剔

雷

訂
周
霧

の

近

傍
か

ら

西
部
に

移
つ

て
、

十
五

世
紀
に

西

歐
に

這
入
つ

陀

の

で

あ
る

。

　
0
米
國
の

現
存
野

牛
（

じd9

冨
）

は
一

九
一

三

年
末
の

調
査
に

よ

る

と
三

千
七

百

八

十
八

頭
で、

其

内
五

百
四

十
九

頭
は
其
年
内
に

生
れ

把
の

で

あ

る
。

　
○
本

年
は

卯
の

年
な

る

に

因

ん

で
、

隨

筆
類
か

ら
兎
の

話
を

拔

き
出

す
と

家
の

通
b

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
イ

ナ
メ

　

　

シ
サ

ウ
ザ

ギ

　
0
古
事
記
に

見
え
て

居
る

大
國
主
神

と
稻
羽

の

素
蒐
の

話
は

有

名
な

も
の

で

あ

る

か

ら

特
に

書
き

あ

げ
な
い

。

併
し
此

話
の

中
に

は

色
々

と
面
臼
い

事

實
が

含
ま

れ

て

あ
る

。

第
一

此
兎
は

自
ら

淤

キ陂
の

島
か

ら

渡
つ

セ

の

だ

と

稱

し
て

居
る

。

第
二

其
渡

海
の

手

段

　
ワ

　
ニ

に

和

邇

と
稱
す
る

動
物
を
使
つ

て

居
る

。

第
三

外
傷
を

治

療
す

る

に

蒲
黄
を
用
ゐ

て

居
る

。

第
一

は

動
物
分

布
の

上

か

ら、

第
二

は
ワ

ニ

と

稱
す
る

も
の

主

本
體
が

何
か

と
い

ふ

問
題
か

ら、

第
三

は

日

本

最
初
の

外
科
治

療
の

記

録
で

あ

る

點

か

ら

面
白
い

。

但
し

其
等

の

動
物
が

何
か

の

象
徴
に

用
い

ら
れ

だ

の

な

ら

話
は

叉
別

に

な

る
。

　
r

（

雑
　

録
）

 

話
砂

種

　
○
併
し
兎
に

角
右
の

塲
合、

兎

に

遭
つ

だ
の

が

瑞
兆
に

な

つ

て
、

　
　

　

　
　
ず
ナ
メ

　
ノ

　
ヤ

　
カ
ミ

ヒ

　
パ

大

國
主

紳
は
稻
劒
之
八

上
比

賣
と
約
婚
す
る

事
が

出
來

セ
。

後
世

に

な
つ

て
、

同
じ

く
臼
兎
が

徳
川

家

勃
興
の

吉
兆
を
な

し
て

居
る
。

　
○
そ

れ

は
こ

ん
な

話
で

あ

る
。

徳
川

時

代
に

は
、

嘉
例
と
し
て
、

將
軍
は

正

月
元
旦

に

兎
の

吸

物

を
召
上

る

事
に

な
つ

て

居
つ

記
。

是
は

家

康
九
代
の

組
先

有
親
が、

鎌
倉

管
領
足

利
持
氏

敗
軍
自

害

の

後、

殘
黨
の

追

窮
が

ひ

ど
か

つ

だ

の

で
、

同
じ

く

其
家
臣

で

あ

っ

陀

彼

も、

剃
髪
し
て

姿
を
か

へ

、

追
の

び
て

信
州
林
郷
に

至

り
、

林
藤
助
光

政
に

か

く
ま
つ

て

も

ら
つ

た
。

其

時
光

政

雪
中
を

厭
は

す
兎
を

狩
り
、

永

享
十
二

年
正

月
元

旦

之

を
饗
應
し

セ。

そ

れ
か

ら
徳
川
の

浬
が

開
け
て

來

セ

の

で
、

其

後
林
家
が

上

州
の

方
に

移

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
0

っ

て

か

ら
も、

正

月
に

徳
川
家
に

兎
を
贈
る

の

が

慣
例
に

な

つ

セ

そ
の

初
め

に

兎
を

捕
つ

詫

所
は

松
本
の

近
傍
で
、

兎
田

と
稱
し、

舊
幕
時
代
諸
役

御
免
の

地
に

な

つ

て

居
つ

た
。

叉

兎
の

献
上

は、

五

代
將
軍

綱
吉
が

殺
生
を
忌
ん

だ
の

で
、

そ
の

時
林
家
か

ら
も

鯛

を
献
上

す

る

事
に

改
め
、

兎
の

吸
物
は

御
止

め

に

な
つ

て

仕

舞
つ

控
卩

併
し
其

後
復
興
し

覚
か

ど
う
か

は

知
ら

な

い
。

　
0
ウ

サ

キ

は
『

得
幸
』

だ
。

ウ

ず

ギ

は

幸
運

を
開
か

し
む
る

獸
と

い

ふ

義
だ
と

書
い

て

居
る

本

も

あ

る
。

　
O
支

那
に

も

そ

ん

な

話
が

あ

る。

後
魏
の

朱
榮
が

葛
榮
を
討
っ

允

時、

二

匹
の

兎
が

馬
前
に

あ

ら

は

れ

把
。

そ
れ

が

吉

兆
を
な

し

て

朱

榮
は

勿
ち
敵
を

殪
し
弛

。

そ

れ

で

朱
榮
は

雙
兎
の

碑
と
い

ふ

の

を
建
て

だ
。

　

○
元

來

支

那
で

は

兎
は

鯨
程
紳
聖
な

獸
と

考
へ

ら
れ

て

居
っ

陀

四
一
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（

質
疑
靂

唇
）

0
同
答
一

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ネ

ノ

ら

し
い

。

だ

か

ら
一

般
に

、

雌
兎
は

雄

兎
の

耄
を
舐
つ

て

孕
み
、

子
は

ロ

か

ら
生
む

と
も
の

だ

と
信
じ
て

居
耙

。

　
○

或
は

叉

兎
に

は

雄
が

な

い
。

故
に

月

を

望
ん

で

孕
み、

ロ

か

ら
子

を
生
む

と
も

考
へ

て

居
つ

た
。

此
口

か

ら
子

を
生
む

と
い

ふ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ウ

　

ヒ
キ

オ
ヘ

ル

動
物
は、

支

那
に

は

外
に

も

鶴

鞘
蟾
蜍
な

ど
が

あ
る

。

　
O
右
の

兎
は

月
を
望
ん
で

孕
む

と
い

ふ

の

は
、

兎
は

明

月
の

梼

だ
と

信
ぜ

ら

れ
て

居
つ

把
の

か

ら
起
つ

た

傳
説
で

あ
る

。

支
那
人

は

月
中
に

兎
の

形
あ
り

と

見
た

。

そ
れ

で

月

は

陰
精
の

宗
な

り、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　…

積
み

て

獸
の

象
を

成
す
な

ど
と
い

つ

て

月
と

兎

と

を

結
び

つ

け

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
　一

髭
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
　一

　

　
ト
　
　
　

　
　

ト

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　…

　
○

兎
は

吐
な

り

な

ど
い

つ

て
、

吐

と
い

ふ

字
か

ら
兎
字
が

誘
導

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　 

さ

れ
て

來
セ

樣
に

い

つ

て

る

の

も
あ
る

が、

そ
れ

も
兎
は

口

か

ら

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　…

子
を
生
む

と
い

ふ

読
に

關

聯
し
た

も
の

で

あ
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　…

　
○

そ

ん

な

風
で、

支
那
で

は

十
二

の

時
を
護
る

名

獸
の
一

つ

に

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　心

も
さ

れ
て

居
つ

陀。

そ

し

て

仙
衛
に

精
し
く、

玉

の

杵
と

角
と
で

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　…

靈
藥
を
舂
く

と
も

信
ぜ

ら

れ

て

居
つ

陀
。

そ

れ
で

支

那
の

仙
人

が

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　｛

月
世
界
に

逋
ふ

に

は、

兎
か

ら
傳
は
つ

陀

仙
猜
を

用
い

把

も

の

で

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　一

あ
。 。

ポ
經
で

毒
龍
や
虎
な
ど

三

篁
鬣
の
一

つ

に

…

さ

れ

て

居
つ

た
。

そ

し
て

月
世
界
に

棲
ん
で

居
る

傳
設
は

印
度
に

も

あ
つ

弛
。

即
ち
天

帝
が

兎
の

心

底
を
試
し
て

見
や

う
と

患
つ

て
、

其
肉
を
索
め

て

食
は

う

と
し
た

斯
が、

兎
は

自
ら
身
を
火
中
に

捨

て

た
一

そ
れ
で

天

帝
之
を

愍
ん
で

、

其
焦
げ
た

兎
を

月
の

中
に

置
い

て
、

未
來
一

切

の

衆
生
に

諏
し
示
す

所
が

あ
つ

た
。

此

等
似
よ
っ

四

二

だ

話
は、

支
那
と
印
度
と

、

ど
ち
ら
が

先
に

起
つ

だ

か

は

自
分
は

知

ら
な

い
。

　
0
兎
が

波
の

上

を
渡
る

と
い

ふ

の

も
佛

典
か

ら
起
つ

て

居
る

。

即
ち

兎
渡
則

浮、

馬

渡
及
牛
淨、

象
徹
底
戳
流
な

ど
弖

い

つ

て
、

佛
經
で

は、

兎・
馬・

象
の

泳
ぎ
方
を
比

較
し
て

譬
諭
に

用
い

だ

も
の

な

さ

う

だ。

こ

の

波
の

上

を
走
る

の

も

矢
張
り

仙
術
だ

ら

う
と
眞

面
目
に

書
い

て

居
る

本
も
あ
る

。

　
0
か

ち

く
山

の

昔
噺
似

日

本
人
で

知
ら
な

い

人

も
な

か

ら

う
。

あ

れ

は

支

那
の

諸
書
か

ら

材
料

を
蒐
集
し、

組
み

合
せ

て

作

つ

た

も
の

だ

と、

馬

琴
な

ど
は

盛
に

例
の

博
學
を

振
b
ま
わ

し
て

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
イ
ナ

バ
　

　
　

シ

ロ

ウ

ザ
ギ

居
る

が
、

併
し
其
實、

日

本
固

有
の

稻
筋
の

素
兎
の

話
を
作
り

か

へ

だ

と
い

ふ

の

が

本
當
ら
し
い

さ

う
で

あ

る
。

　
O
最

後
に

前

驍
の

話
の

種
（

三
）

の

誤
植
を

訂
正

を
し
て

置
き
た

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

い
。

そ

れ

は

三

五

頁

上

段

後
よ

り

四

行

目
『

魯
庵
隨
筆
』

と
あ
る

は

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
の

　
　

　
　

　

　
　
　

『

善
庵
隨
筆
』

で、

三

六

頁
下
段

初
め

よ

り

六

行

目
『

死
志
』

は
『

藏

志
』

の

間
違
で

あ
る

。

　
　

　
　
　

　
　

（

N
、

S
、

生
）

｝

質

疑

應

答

じ‘

ー
ー

ー
：

‘

ー

ー
ー

●
問

一

　

魯
帖

究

。
偽

｝

寒
馬
燃

馬

は

胞
子
蟲
と
す
る

も
の

と一．
バ

ク

テ

リ

ヤ
」

と

す
る

も
の

と

あ

る

が

如
し

。

各

其
理

由
如
何

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（

K
、

Y
、

厘
）

　
答
　【

，

ス

バ

イ

ロ

キ

ー

プ
L

を［、
バ

ク

テ

リ

ャ

L

と

な

す
は

形
態
學
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